
洪水浸水想定区域図の策定・公表について

洪水浸水想定区域図の策定・公表時期洪水浸水想定区域図の策定・公表時期

 R3の水防法改正により、洪水予報河川・水位周知河川以外の河川についても洪水浸水想定区域の指定
が義務化されたことを受け、水害リスクの空白域を解消することを目的とし、宮崎県管理の全河川
（478河川）において洪水浸水想定区域図の作成を進めている。

 宮崎県では、H27水防法改正に基づき洪水予報河川及び水位周知河川の35河川において、L1及びL2
規模を対象とした洪水浸水想定区域図を作成し、令和元年度までに指定・公表を行ったところ。

これまでの取組状況これまでの取組状況

現在の取組について現在の取組について

対象地区（事務所）見込年度※

宮崎、高岡、日向、延岡R6

日南、串間、都城、小林、西都、高
鍋、西臼杵

R7

※策定・公表時期はあくまで現時点の見込みですので、変わることがあります

水害リスク情報の空白域

大淀川水系（都城・三股地区）

水害リスク情報の空白域

清武川水系（宮崎市）

 洪水浸水想定区域図の策定・公表については、令和７年
度までに完了させることが第５次社会資本整備重点計画
KPIに位置付けられていることを踏まえ、宮崎県でも令和
７年度完了の方針で作業を進めております
 洪水浸水想定区域図の策定・公表後は、令和８年度まで

にハザードマップを作成する必要があります

資料－５
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